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「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
成
長
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
保
護
者
と
教
職
員

と
が
協
力
し
て
、
学
校
お
よ
び

家
庭
に
お
け
る
教
育
に
関
し
、

理
解
を
深
め
、
そ
の
教
育
の
振

興
に
つ
と
め
、
さ
ら
に
、
児
童

生
徒
の
校
外
に
お
け
る
生
活
の

指
導
、
地
域
に
お
け
る
教
育
環

境
の
改
善
、
充
実
を
は
か
る
た

め
会
員
相
互
の
学
習
、
そ
の
他

必
要
な
活
動
を
行
う
団
体
で

す
。」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
携
わ
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
う
か
ど
う
か
は
、
ま
ず

あ
な
た
自
身
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会

員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
つ

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
で
あ
る
私
た
ち
が
自
ら

学
び
向
上
す
る
強
い
意
思
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。「
未
来

の
大
人
」
の
手
本
と
し
て
「
現

在
の
大
人
」
が
よ
り
良
く
生
き

よ
う
と
す
る
姿
勢
を
貫
く
た
め

に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
と
お
し
た
積

極
的
な
活
動
が
望
ま
れ
ま
す
。

( 社）日本ＰＴＡ全国協議会（日Ｐ）

四国ブロックＰＴＡ協議会（四Ｐ）

徳島県ＰＴＡ連合会（県Ｐ連）

各郡ＰＴＡ連合会
（郡Ｐ連）

単位ＰＴＡ（単Ｐ）

各市ＰＴＡ連合会
（市Ｐ連）

単位ＰＴＡ（単Ｐ）

各町ＰＴＡ連合会
（町Ｐ連）

単位ＰＴＡ（単Ｐ）

　

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
だ
け
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。個
々
の
力
を
結
集
し
、

一
致
団
結
す
る
こ
と
で
私
た
ち

の
子
ど
も
の
幸
せ
が
守
ら
れ
ま

す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
の
幸
せ
を
求
め
願
う
団
体
で
す

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
の

幸
せ
を
守
る
大
き
な

力
を
も
っ
て
い
ま
す

県　教　育　長　要　望　事　項

Ⅰ　子どもの安全・安心に関する要望
１　携帯電話・インターネット等によるいじめと不登校
　　に関する問題と課題
２　新型インフルエンザ対策，感染症・子宮頸がん等，
　　危機管理体制の周知及び市町村連携を含めた対応策
　　の充実
３　耐震強度不足校舎・体育館等の早急な耐震化整備の
　　促進
４　児童・生徒の通学路等についての安全確保
５　不審者対策の充実

Ⅱ　子どもの学力向上に関する要望
１　教員・学級体制の充実
２　教育費と教材費・図書費等の確保
３　高校入試制度・通学区域の見直し・募集定員数と
　　高校再編の改善
４　特別支援教育の現状と課題
５　県教育委員会と県ＰＴＡの協力・充実

安心・安全な通学路の確保を求める陳情
【陳　情　事　項】

１　通学路における危険箇所の早急な改善
２　歩道の新設や歩車道を分離するための白線やカラー
　　塗装，ポール・ガードレールでの分離等の実施
３　狭隘道路における歩道の改善

（徳島県土整備部への陳情

　

児
童
・
生
徒
が
安
全
に
通
学

す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
つ
に
、

保
護
者
等
に
よ
る
、
交
通
当
番

が
あ
り
ま
す
。大
き
な
声
で「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
挨
拶
す
る
子
ど
も
、
恥
ず
か

し
そ
う
に
小
さ
な
声
で
「
お
は

よ
う
」
と
挨
拶
す
る
子
ど
も
。

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り

挨
拶
や
感
謝
の
気
持
ち
の
伝
え

か
た
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
元
気

に
挨
拶
が
で
き
る
子
ど
も
を
誉

め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
短
所

と
思
っ
て
い
る
所
に
、
見
方
を

変
え
て
誉
め
る
こ
と
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
き
な
い
こ
と
が
、
一
生

で
き
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
日
は
小
さ
な
声
で
挨
拶

し
た
子
ど
も
た
ち
が
や
が
て
成

長
し
、
元
気
に
『
お
は
よ
う
』

笑
顔
で
『
あ
り
が
と
う
』
と

言
っ
て
く
れ
る
日
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
学
校
に
元
気
が
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
教
師
が
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
が

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
教
師
に
は
教
育
に
専
念
で

き
る
環
境
と
時
間
が
必
要
で

す
。
現
場
で
は
報
告
書
等
の
作

成
に
お
わ
れ
、
授
業
研
究
に
時

間
を
十
分
に
費
や
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
せ
ん
。
先
生
が
楽

し
く
な
け
れ
ば
子
ど
も
た
ち

も
、
保
護
者
も
楽
し
く
な
い
で

す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
す

が
、
現
場
で
対
応
で
き
る

教
師
や
環
境
の
整
備
が
必

要
と
思
い
ま
す
。
県
Р
連

は
十
月
二
十
一
日
に
児

童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
教
育
問
題
検

討
委
員
会
で
協
議
し
た
十

項
目
を
県
教
育
長
へ
要
望

し
ま
し
た
。

　

国
や
自
治
体
が
、
教
育

に
十
分
な
予
算
を
組
む
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
支
援
す

る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第 39 回四国ブロックＰＴＡ研究大会愛媛大会

　

笑
顔
で
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会　

長
　
谷　
　

明　

彦　
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ＰＴＡって何？　　ＰＴＡ活動って大変 ?!
・ＰＴＡ役員は「忙しくて、とにかく大変！」って思っていませんか？
・ＰＴＡは行政や学校の下請け？って思っていませんか？
・ＰＴＡ会長や委員長・部長は、「あいさつ」があるからイヤって思っていませんか？
「ＰＴＡってなに？」…実はこういう保護者は結構多いと思います。では、単Ｐや市Ｐ・町Ｐ・郡Ｐって何の略語なの？県Ｐっ
ていったい何なの？と、ＰＴＡの団体にはいろいろあります。この「こころ」という広報紙は、それぞれの市や町や郡で選ば
れた方が徳島県ＰＴＡ連合会（県Ｐ）の総務・広報委員会に所属し、広報紙を作成しています。各学校で、広報紙や学校だより・
ＰＴＡだよりなど、情報を発信する一つの方法です。今回は、ＰＴＡ活動について県内の小学校（２０４校）と中学校（８６校）

のＰＴＡ会長さんにアンケートを行いました。回収率は 91％でした。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
日
」
が
あ
る
学
校
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
人
と
子
ど
も
が
、
学

校
で
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

ふ
れ
あ
い
の
時
間
と
空
間
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

親
子
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
感
想
か
ら
も
好
評
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列

車
で
は
、
最
終
全
員
が
つ
な

が
り
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
中

に
発
表
す
る
と
き
や
、
起
立

と
着
席
で
一
斉
に
椅
子
を
引

く
と
き
や
、
机
や
椅
子
の
移

動
の
と
き
に
大
き
な
音
が
す

る
の
で
、
何
か
消
音
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
、
ス
ポ

ン
ジ
を
脚
に
貼
っ
て
み
た
り
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
切
れ
端
を

貼
っ
て
み
た
り
し
ま
し
た
が
、

徐
々
に
取
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
硬
式
の
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
を
机
と
椅
子
の
脚
に
差
し

込
む
こ
と
に
し
、
１
３
６
名

の
児
童
全
員
の
机
と
椅
子
に

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
カ
ッ
タ
ー
で
十
字
に
切

り
こ
み
を
入
れ
取
り
付
け
る

作
業
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
行
い
ま
し

た
。
今
で
は
、
と
て
も
静
か

に
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
子
ど
も
た
ち

に
勉
強
の
環
境
を
整
え
た
こ

と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
再
利

用
と
し
て
３
Ｒ
の
取
り
組
み

に
も
な
り
ま
し
た
。

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
日
」　

　

海
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
全
員
の
机
と
椅
子
に

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
?!
」

　

坂
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

＊研修会・講習会の多かったもの＊

　・ＡＥＤ講習・心肺蘇生講習会・救命救急法
　・給食試食会
　・食育関係（料理教室など）
　・鳴門教育大学生との交流体験・学習会
　・親子教室（陶芸・絵本づくり・もちつき大会・     

ポーセラーツ）

３．単位ＰＴＡ主催の講演会・体験会・研修会等で好
評だったものや印象に残ったものを教えてください。

（講演名回答数：１２５、講演内容回答数：１２４、研修内容回答数：１０１）

　＊講演回数の多かったもの＊（敬称略）
　・徳島文理大学名誉教授　寒川伊佐雄　 「子育てについて」
　・江上　光治（元池田高校野球部主将）　「信じる力」
　・鳴門教育大学　余郷　裕次　「絵本の読み聞かせについて」
　・川上　和彦　　「介助犬たんぽぽ号と共に」
　・NTT ドコモ　  「ケータイ安全教室」
　・湯浅　篤人（現石井小学校教頭）　　　
　　　　　　　　「歌から学び、子どもたちと学ぶ人権教育について」
　・大塚製薬㈱　林　威宏　　　「熱中症予防について」
　・小西　達也　　「人権コンサート」
　・鈴木　綾子　　「子育てについて」
　・弘山　晴美（元長距離マラソンランナー）　　「陸上競技人生で学んだこと」
　・徳島児童文学会会長　くすのきしげのり
　　　　　　　　　　　　　　　　「子どもの読書活動推進について」
　・県警少年サポートセンター大前　和美　
　　　　　　　　　　　　  「薬物乱用防止教室」「携帯電話の使い方」
　・上田　託也（現森山小学校教頭）　　　
　　　　　　　　　　　「知ろう考えようケイタイ・インターネット」

「ＰＴＡって何？」～特色あるＰＴＡ活動～

アンケート結果より、各校の取り組みを紹介します。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
に
は

様
々
な
問
題
が
山
積
み
で
す
。

非
行
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
携

帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

I
T
関
係
の
問
題
、 

環
境
問

題
、
食
育
、
そ
の
他
の
安
全
管

理
な
ど
で
す
。

　

P
T
A
活
動
は
先
に
述
べ

た
「
子
ど
も
の
問
題
」
を
直
接

解
決
で
き
る
物
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
行
事
な
ど
で
会

員
が
集
ま
り
親
睦
す
る
事
に
よ

り
情
報
を
交
換
し
て
、
問
題
を

解
決
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会

を
作
る
こ
と
が
大
目
標
の
１
つ

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
情
報
を
吟
味
し
て
実
践

に
移
す
努
力
及
び
実
行
す
る
こ

と
が
P
T
A
本
部
役
員
の
任

務
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
各

校
と
も
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
あ
る

活
動
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
部
を
紹
介
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

に
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
の
中

か
ら
、
ど
こ
の
学
校
で
も
実
践

で
き
そ
う
な
活
動
を
中
心
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
良
い
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
P
T
A
の
発
展

に
は
欠
か
せ
な
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

か
ら
研
修
会
・
講
習
会
・
講
演

会
等
の
一
覧
表
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
各
単
Ｐ
に
一
冊
ず
つ

配
布
い
た
し
ま
す
。
今
後
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
本
部

役
員
会
な
ど
で
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き「
子
ど
も
の
健
全
育
成
」

の
実
践
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ

ん
、
貴
重
な
回
答
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

総
務
・
広
報
委
員
長　

                   

吉
田　

一
彦

● 

編
集
後
記 

●

①　ＰＴＡ行事への参加動員についてどのような工夫をしていますか？

参観日と同日開催にしている

土日に開催している

役員等からの声かけをしている

その他

  その他の記述回答の中でこんな動員の工夫がありましたので
ご紹介します。メールを配信。手紙を出して再依頼。小学校と
中学校が同じ日にならないように。

05 0 100 150 200

05 0 100 150 200 250

２．３Ｒについて、単位ＰＴＡとして、どのようなＰＴＡ
での取組みをおこなっていますか。
ａ．取組みをしている（回答数：１６６）　ｂ．取組みをしていない（回答数：８９）

　資源ゴミ・廃品回収・古紙回収・リサイクル回収・不用
品バザー等の活動をされているＰＴＡが非常に多かったで
す。リサイクルバザー（制服や体操服）やＥＭを利用した
プール清掃や封筒再利用や両面印刷などもありました。
取組みをしていない理由としては、ＰＴＡでは活動はして
いないが、学校や生徒会や地域等での回収があるためとか、
ＰＴＡ会員数が少ないので手間と時間の確保が難しいなど
が理由にあげられていました。
リサイクル回収で多いのが、プルタブ・ペットボトルキャッ
プ・アルミ缶・牛乳パック・段ボールなどでした。

３Ｒの取組みについて

記入なし 3％　

している
 63％　

していない
 34％　

３つのＲって何のこと？
　ごみを３つのＲで減らそうということです！ごみを減
らすことは、ほかの環境問題の解決にもつながります。
　１つ目のＲは、ごみの出る量をへらす「Ｒｅｄｕｓｅ（リ
デュース）」【マイ箸・マイバッグなど】　２つ目のＲは、
一度使ったものをくりかえし使う「Ｒｅｕｓｅ（リユース）」
　３つ目のＲは、使い終わったものをもう一度資源にも
どして製品にする「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）」　いま
まで「ゴミ」として捨ててしまっていたものを、これか
らは「資源」としてくりかえし使っていくことが必要です。

「使い捨て型社会」から「循環型社会」に変えていきましょ
う。

02 04 06 08 0 100 120

05 0 100 150 200

②　ＰＴＡ本部役員の選出方法はどのようにしていますか？

１．各校のＰＴＡ活動について教えてください。＊複数回答可

地区別で選出している

退任役員からの推薦で選出している

学年別で選出している

その他

　その他の記述回答で、現本部役員や前年度役員からの推薦と
事前に話し合いが多かったです。少し変わった選出方法で、投
票とかＰＴＡ役員が勧誘するとか高学年より同意で半強制的に
選出などがありました。

③　ＰＴＡ会員同士の親睦を図るためにどのような活動をしていますか？ ④　子どもの安全対策に対する取り組みを教えてください。

奉仕作業をしている

懇親会と歓送迎会をしている

球技大会をしている

その他

　会員同士の親睦を図るには圧倒的に単Ｐ球技大会や市Ｐ連主
催の球技大会後に親睦会（打ち上げ）を開催しているところが
多かったです。共に汗を流して普段の会話とは違う親睦がはか
れ、のちにＰＴＡ活動の参加動員にもつながる大切な行事と
なっているようです。行事を通じて親睦を図るのが一番みたい
でした。

交通当番（立哨）とパトロール

講習会

防災センター等への施設見学

その他

　交通安全教室やスクールガードや地域と各団体との連携で子
どもの安全対策をしている回答が多かったです。中には、不審
者情報メールで配信している学校もありました。いかに早く情
報を伝え対策をするかがこれからは重要視されてくるかと思い
ます。

⑤　本校ＰＴＡの自慢できる活動は何ですか？
　自慢できる活動があまりにもたくさんあり全部を記載することができませんの
で、総務・広報委員会の中ですごいなって思う活動をご紹介します。
・「ＰＴＡの日」
・全員の机と椅子の足にテニスボール
・ママ司書活動（保護者全員が輪番制で司書活動を昭和 40 年時代から行っている）
⑥　これから取り組もうと思っている活動があれば教えてください。
　図書室全般の充実や３Ｒなどの環境問題、家庭教育や人権教育、安全・安心対
策、食育などの回答が多かったです。

鳴門西小学校ＰＴＡ（空き缶の分別）
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去
る
六
月
十
一
日
︵
金
︶
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
に
お
い
て
、

県
Ｐ
連
役
員
・
郡
市
代
議
員
・

表
彰
者
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、

平
成
二
十
二
年
度
定
期
総
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
明
彦
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た

十
一
団
体
と
三
十
一
名
の
方
の

表
彰
と
三
十
名
の
方
に
感
謝
状

が
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ
た
十
八

校
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

ご
臨
席
の
来
賓
十
二
名
の
方

を
代
表
し
て
県
議
会
議
長
藤
田

豊
様
、
県
教
育
長
福
家
清
司
様
、

県
小
学
校
長
会
長
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
飯
泉
嘉

門
知
事
の
祝
電
披
露
、
川
真
田

泰
前
県
Ｐ
連
副
会
長
の
受
賞
者

代
表
謝
辞
と
進
ん
だ
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
二
十
一

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報

告
・
監
査
報
告
を
承
認
の
後
、

平
成
二
十
二
年
度
新
役
員
が
選

出
さ
れ
た
。
次
に
平
成
二
十
二

年
度
努
力
目
標
、
事
業
計
画
・

予
算
案
等
に
つ
い
て
原
案
ど
お

り
承
認
の
運
び
と
な
り
、
総
会

を
終
了
し
た
。

　

第
五
八
回
の
日
Ｐ
全
国
研
究

大
会
が
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
特
別
第
二
分
科
会
は
幕

張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
に
て

『
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
学

校
教
育
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
？
～
「
生

き
る
力
」
を
は
ぐ
く
み
「
新
し

い
公
共
」
を
担
う
た
め
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
考
え
る
～
』
が
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研

究
課
題
は
新
学
習
指
導
要
領

に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、「
新
し
い
公
共
」

の
担
い
手
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る

も
の
で
し
た
。
千
葉
大
学
教
授

の
基
調
講
演
、
文
部
科
学
省
か

ら
の
行
政
説
明
で
は
新
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ

 

日
Ｐ
全
国
研
究
大
会　

      

ち
ば
大
会
に
参
加
し
て                                                             

            

土
成
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

野
上　

芳
幸　

 

　

徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会

平成 22 年度　事業予定
4．23　会計監査
5．26　第１回人権・家庭教育委員会、総務・広報委員会
　　　   三役会、定例役員会
6.    7    第２回総務・広報委員会
6．11　県Ｐ連定期総会
6．15　四国ブロック PTA 協議会総会
6．18　第１回教育問題検討委員会
6．29　西部ブロック打合せ会（郡里小学校）
6．29　日 P 総会
6．30　南部ブロック打合せ会（阿波海南文化村）
7.  1  　 第２回三役会､ 定例役員会､ 人権・家庭教育委員会
　　　   教育問題検討委員会、第３回総務・広報委員会
7.   2    中部ブロック打合せ会
7 15 ～ 16　
　　　　日 P 理事会 ･ 常任幹事会 ･ 常置委員会 ･ 事務局長会
7．17　臨時会長会・第３回教育問題検討委員会
7．20　幼小中高ＰＴＡ連合会連絡協議会監査
7．31　臨時会長会・第４回教育問題検討委員会
8．21　第 4 回総務・広報委員会、臨時会長会・
　　　　第５回教育問題検討委員会
8．27 ～ 28　日本 P ＴＡ全国研究大会（ちば大会）
8．31　県 PTA 振興大会打合せ会
9． 9 　第３回三役会・定例役員会
9．22　県 PTA 振興大会兼会長指導者研修会
　　　   幼小中高ＰＴＡ連合会連絡協議会定例会
10．2　第５回総務・広報委員会
10.  11  四国ブロック PTA 研究大会（愛媛）
10．14 ～ 15　日 P 理事会・常任幹事会・常置委員会
10．21　県教育長要望・県土整備局陳情
10.  30　第６回教育問題検討委員会・臨時会長会
11．13  南部ブロック研修会（阿波海南文化村）
11．20    中部ブロック研修会（総合教育ｾﾝﾀｰ）
11．26 日 P 年次表彰式
11．27  西部ブロック研修会（穴吹中学校）
12．3   第４回三役会・定例役員会
12．15　人権・家庭教育研修会
2.　５   四国ブロック PTA 協議会役員会
2．15　広報紙コンクール審査会
2．16 ～ 17　日 P 常任幹事会・常置委員会・評議委員会
3．10　第５回三役会・定例役員会

平成 22 年度　役員
会　長　谷　　明彦（小松島）
副会長　近藤　道広（徳名小）
　〃　　石川　圭一（名　西）
　〃　　鎌谷　浩司（阿　南）
　〃　　北村　禎章（海　部）
　〃　　矢部　純也（阿　波）
　〃　　高田　博之（三　好）
　〃　　行野由美子

（役員会推薦）
　〃　　槇野　和幸

　　　　（県小学校長会長）
　〃　　齋藤　実徳

　　　　（県中学校長会長）
監　事　元木　利昭（鳴　門）
　〃　　新開　　彰（勝　浦）
　〃　　川村　誠司（吉野川）
顧　問　祖上　俊郎（名　西）
　〃　　川原　富子（徳名中）
総務・広報委員長
　　　　吉田　一彦（鳴　門）
人権・家庭教育委員長
　　　　行野由美子（小松島）
教育問題検討委員長
　　　　谷　　明彦（小松島）

栄
え
あ
る
全
国
表
彰

徳島県ＰＴＡ連合会

　

十
一
月
二
十
六
日
、
東
京
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
於

い
て
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

年
次
表
彰
式
が
行
わ
れ
そ
の
中

で
団
体
・
個
人
の
表
彰
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
本
県
関
係
の
受
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
。
心
か
ら

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

東
み
よ
し
町
足
代
幼
・
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

団
　
体　

松
茂
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

小
松
島
市
坂
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

個
　
人

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

小
西　

努
︵
鳴
門
第
二
中
Ｐ
︶

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

峯
下　

恭
次
︵
上
勝
中
Ｐ
︶

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

川
真
田　

泰
︵
鴨
島
第
一
中
Ｐ
︶

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

三
宅　

智
︵
岩
倉
小
Ｐ
︶

★事　務　局★
〒 770 － 0003
徳島市北田宮１丁目 8 － 68
徳島県教育会館内　２階
TEL（088）633 － 1105
FAX（088）633 － 1153

◆事務局の構成
事務局長　　　　中 西　由 佳
事務局職員　　　奥 本　政 美

◆県教委ＰＴＡ担当
生涯学習政策課　平 山　義 朗
総合教育センター生涯学習課
　　　　　　  竹 内   寛 泰

徳島県警「安心メール」の自動登録
～不審者情報や地域安全情報を提供～

　徳島県警察本部では、地域の安全を確保するため、子ども
への声かけ事案、不審者情報、犯罪情報など防犯に役立つ各
種情報を「安心メール」として、携帯電話に配信します。メー
ル配信を希望される方は、次の要領で登録をしてください。
　※ご自宅のパソコンでも、同様に登録すれば情報を受信できます。

安心メール登録手順

携帯電話から登録サイトへの接続は、次の 3 つの方法
●県警のホームページから登録 ●直接アクセスして登録 ● QR コード
安心メール会員登録をクリック

  http://www.ansin-mail.net

①アドレス申請をクリックしてください。
　登録は無料ですが、受信するにはパケッ

ト通信料（1 円～ 8 円）が発生します。
注意事項を承諾され、受信を希望する方は 
承諾して登録 をクリックしてください。

②受信を希望する警察署を指定してくださ
い。※複数の警察署を指定することも可能です。

③受信するアドレスを入力してください。
④住所を選択 ⑤年齢を選択 ⑥性別を選択
⑦職種を選択 ⑧正しく入力できましたら確

認をクリックしてください。
⑨正しく入力できていれば送信をクリック

してください。
以上で登録が完了します。登録後、登録完
了のメッセージが送信されます。

安心メールは fi ts-net.com で送信されますので、携帯電話のドメイン
指定を行っている場合は、fi ts-net.com を受信指定にしてください。

安心メールに関するお問い合わせ先
徳島県警察本部 生活安全企画課　電話 088-622-3101

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
鳴
門
市
立
撫

養
小
学
校
の
増
田
恭
子
さ
ん
他

２
名
の
方
に
よ
る
実
践
発
表
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ご

存
じ
の
と
お
り
、
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
は
小
学
校
の
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
は
中
学
校
で

新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施

さ
れ
ま
す
。
活
気
の
あ
る
学
校

︵
社
会
︶作
り
に「
新
し
い
公
共
」

が
必
要
で
あ
り
、
学
校
教
育
に

対
す
る
支
援
活
動
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

関
わ
り
合
い
は
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。


